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【事業要綱】

1. 事業実施に至る背景
一般社団法人長岡青年会議所(以下、「長岡JC」とする)は創立以来、戦災復興祭が起源である長岡まつりにその時代ごとに形を変えながら郷土長岡の活性、そして発展に熱い想いを持ち参画して参りました。今後も繋がれてきた熱い想いを持ち、長岡まつりの意義を市民の皆様に伝え、更なる郷土長岡の活性のために市民の皆様と一心となり、誇りある長岡まつりを盛大に盛り上げていく必要があります。
2. 事業目的(対外)
一般参加者に長岡まつりの起源が戦災復興祭であることを改めて伝え、慰霊と復興の想いを持って一心となり、安全で楽しく魅せる長岡JC神輿渡御で、長岡まつりを厳粛且つ盛大に盛り上げることを目的とします。
3. 事業目的(対内)
長岡JCメンバーは、市民の皆様と長岡JC神輿を共に担ぎ、誇りある長岡まつりを盛大に盛り上げることで郷土愛を深め、永続的に郷土長岡の活性、発展を目指すことを目的とします。

4. 事業の対象者

(1)対外対象者:一般市民
(2)対内対象者:長岡JCメンバー


【事業概要】

1. 実施日時

(1)実 施 日:　平成26年8月1日(金)
(2)実施時間:　渡御予定時間20:50～22:00
(3)設営時間:　15:00～23:00
2. 実施会場

(1)会　場　名:　アオーレ長岡アリーナ
(2)渡御ルート:　長岡市大手通り周辺
3. 参加員数結果報告並びに参加推進計画検証

(1)対外対象者

参加員数計画で、一般参加者260人に対して、213人
合計 213人
(2)対内対象者

参加員数計画で、長岡JCメンバー166人に対して、104人　（平成26年4月23日時点）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※14宵宮事業メンバー出欠表
合計 104人

(3)参加推進方法についての検証
　【計画】
1 例会、各委員会にてPRします。
2 テレビ、ラジオ局にてPR活動をします。
3 市政だよりや情報誌に掲載していただきPRします。
4 昨年参加された一般参加者へハガキを送り参加を呼び掛けます。
5 ポスター掲示でPR活動をします。
6 各種団体、グループに参加を呼び掛けます。
7 フェイスブックを利用し、長岡JC神輿への興味を持っていただきます。
【検証】
1 メンバー104名から渡御に参加していただきました。
2 NCTほっと11、TeNY「夕方ワイド新潟一番」のテレビ伝言板にて事業PRをさせていただきました。ラジオでのPRは、局の日程調整がつかなかった為行うことができませんでした。
3 市政だより、長岡まつり特集号2014に掲載していただきました。
4 昨年の一般参加者80名へ案内ハガキを送り、26名から参加していただきました。
5 宵宮事業ポスター（250枚）を市内の企業に掲示させていただきました。また、ポスターQRコードからの参加申込者数は、11名でした。　※宵宮ポスター掲示リスト
6 見附JC、栃尾JC、小千谷JC、柏崎JCへご案内させていただきましたが担ぎ手としての参加はいただけませんでした。各、LOMから代表者が会場に足を運んでいただき、志を頂戴しました。
7 フェイスブックにて長岡JC神輿の組立、作業中等リアルタイムに投稿させていただきました。そこからの参加者を把握することは確認できませんでした。
8 想定はしていませんでしたが、31日、アオーレナカドマにて組立作業を見た多くの市民の興味をひき、担ぎ手として7名から参加していただくことができました。
9 一般参加者募集についてメンバーへの協力依頼をメール、一部電話や直接依頼をさせていただきましたが、再度メンバー全員へ協力依頼をすることで一般参加者の参加増に繋がると考えます。
4. 外部協力者(協力種別)
・長岡まつり協議会

・長岡市まつり振興課
・長岡神輿協議会
5. 引用著作物の有無

　　　無し
6. 実施組織

 (1)役割分担表

【事前役割】
	項　　目
	担　　当　　者

	統括責任者
	丸山司委員長

	統括責任者補佐
	小林大輔副委員長、大川俊泰副委員長

	チーフ
	白瀬辰次

	サブチーフ
	小林正人、〇和田雅史

	案内配信・出席確認
	高橋渉

	会場手配
	高橋渉

	各業者打合せ・発注
	高坂英義会計幹事

	安全対策班　
	◎佐藤和哉、佐藤義治、◯山子文孝、細川一彦、田中智積、
阿久津磨人

	ＰＲ・担ぎ手リスト班
	◎丸山一弥、〇北原潤一、伊部貴成、森山芳彦、佐々木悠

	レイアウト・スケジュール班　
	◎中野和砂、◯飛永賢樹、田中重良、下條佑貴、関光太、野村裕太

	担ぎ指導　検証班　
	小谷松蔵人、石橋智宏、◎中村嘉則

	備品管理・会場設営班　
	◎高坂英義、◯金山泰、岡田崇、山田太一、小林孝史、田村智宏


【当日役割】
	項　　目
	担　　当　　者

	統括責任者
	丸山司委員長

	統括責任者補佐
	小林大輔副委員長、大川俊泰副委員長

	チーフ
	白瀬辰次

	サブチーフ
	小林正人

	受付会場設営
	おまつり委員会メンバー全員

	出席確認
	高橋渉

	会計
	高坂英義会計幹事

	半纏貸出・荷物預かり
	◎吉川浩司、〇田中重良、涌井祐二、下條佑貴、金山泰、
三浦真人、西脇宏、諸橋勇樹

	警備
	警備会社（北越警備保障）2名　

	渡御中　荷物番　
	〇関光太

	神輿搬入・搬出 
	搬入：既存メンバー10名
搬出：4名

	神輿搬入指示
	搬入業者（石橋建設）2名

	【卒業生写真撮影】
23名
	撮影業者（井上スタジオ）１名
卒業生誘導　山田太一、北原潤一、下條佑貴

	宮司誘導　
	蒼柴神社　永井禰宜　◯伊部貴成、佐々木悠

	理事長お付き
	遊座将己

	備品確認・管理
	◎高坂英義、◯金山泰、岡田崇、山田太一、小林孝史、田村智宏

	備品撤収
	おまつり委員会メンバー

	安全対策 担ぎ方説明
	◎丸山一弥、小谷松蔵人、石橋智宏、◯山子文孝、細川一彦、風間真

	渡御説明・起源説明
	〇西脇宏、涌井祐二、諸橋勇樹、三浦真人


【神輿運行役割】
	仕切り人
	丸山司委員長

	仕切り人補佐　
	小林大輔副委員長、髙坂英義会計幹事

	先導
	白瀬辰次

	筒先人
	村田靖直前理事長、佐田直人理事長、丸山清貴監事、
渡辺茂治副理事長、五十嵐陽平副理事長、髙頭明紀夫事務局長、
中村徹室長、高橋一貴室長、吉原章一、竹中進介、長谷川章、
六車慎一郎、西山和里、深田純

	筒先人補佐
	丸山一弥、佐藤和哉、佐藤義治、小林正人、石橋智宏
中村嘉則、吉川浩司、伊部貴成、田村智宏、下條佑貴

	担ぎ手誘導・盛上げ班
	◎佐藤和哉、JCメンバー全員、新入会員全員

	神輿制御役　　
	◎小林正人、◯山田太一、細川一彦、諸橋勇樹、小林孝史

	高張提灯　　　
	○小森葉子、位下彩子

	仕切り台　　　
	◯北原潤一、和田雅史、金山泰

	馬　　　　　　
	〇山子文孝、西脇宏、田中重良、岡田崇

	リヤカー　　　
	◯涌井祐二、風間真

	後方責任者
	大川俊泰副委員長

	荷物預かり
	◯関光太

	記録
	中野和砂、〇森山芳彦

	【撤収】
	おまつり委員会メンバー全員


◎は班長、〇は新入会員班長
7. 事業目的達成の検証
(1) 事業目的に達した点
【対外】
1 参加者に長岡まつりの起源を改めて伝え、担ぎ出し前に黙祷し、慰霊と復興の想いを持って渡御することができました。また、渡御終了後に起源を記載した小冊子を配布し持ち帰っていただきました。　※完成版小冊子
2 一般参加者用の半纏を新調させていただき、神輿と担ぎ手が一心一体となって魅せる長岡JC神輿渡御で長岡まつりを厳粛且つ盛大に盛り上げることができました。
3 事故もなく、参加者からは、「楽しかった」「また参加したい」と多くの感想をいただいたことから安全で楽しい渡御が行えたと考えます。
【対内】
1 多くのメンバーから長岡JC神輿渡御に参加していただき、市民の皆様と一心一体となり長岡まつりを盛大に盛り上げることができました。
2 宵宮事業を含め、長岡まつり事業に参加したことで更に郷土愛を深めていただくことができたと考えます。
(2) 事業目的に達しなかった点
1 一般参加者の募集計画260人に対し、実績213人と未達になってしまい多くの市民と共に長岡まつりを盛り上げることができませんでした。
8. 実施上の問題点
(1)予算上の問題点
　無し
(2)運営上の問題点
1 渡御の際にリズムが乱れる所がありましたので渡御前の担ぎ練習時にリズムをとる練習にもう少し時間を取れればよかった。
2 一般参加者受付の対応に追われる時間帯がありましたので混雑時の対応をシミュレーションしておくべきでした。
3 渡御開始前、終了後に一般参加者の皆様にアンケート調査に協力していただいたのですが混雑時には、なかなか周知できず対応できなかったので混雑時を想定した調査方法や人員の配置等を考えるべきでした。　※アンケート集計表
4 渡御ルートに入る際に周囲の確認を怠る場面がありましたので渡御の流れを入念な事前確認をしておくべきでした。
5 仕切台からの神輿後方に向けた指示が伝わりづらい場面がありましたので後方への伝達に扇子を用いる等の方法を考えておくべきでした。

(3)その他の問題点

無し
9.　公益・共益の区別及び判断に関わる事項
◎公益目的事業の判断に関わる事項

（1）公益目的事業23項目該当番号・内容、及び理由

番号・内容：    地域社会の健全な発展を目的とする事業   
理由　　　 ：    神輿渡御を通じて、多くの市民と共に長岡まつりを盛り上げることが

地域の発展に貢献すると考えられる為
（2）上記の目的を実現するために事業実施において注力する点

市民の方が安心して楽しく参加できるよう安全面に重視し、活気ある神輿渡御を行います。
（3）判断理由

①  事業の目的が不特定多数の利益になっていると判断できる理由
②  事業の参加者が不特定多数である（広く一般に公開されている）と判断できる理由

10.　次年度への引継事項
1 現在使用している「社団法人長岡青年会議所」の提灯及び高張提灯を「一般社団法人長岡青年会議所」に作り直すかを検討して下さい。
2 長岡JC神輿の必要備品等が紛失・破損しないよう整理・保管、管理を徹底して下さい。また、半纏の管理については、マニュアルを作成してありますので参考にして下さい。
3 長岡JC神輿の組立を市民の目に触れる所で行うことにより、長岡JCの活動を知っていただくと共に参加推進に繋がりますので組立場所を考慮して下さい。
4 本年、予定していた投光機を使用せずに対応できましたので投光機の必要について検討して下さい。
5 外部協力者である関係団体との連携、協力を密に図って下さい。
6 渡御中の休憩時に提供するドリンクの配布が円滑に行えるよう神輿前後に一箇所ずつ配置すると混乱が避けられると思いますので検討して下さい。
7 現在の仕切台は、4車輪になっていることから小回りが利かず、先導に乱れが出てしまいますので車輪の増設や取り換え等を検討して下さい。
8 一般参加者にアンケート協力を得る際、できるだけ多くの意見を抽出する方法を検討して下さい。今年はパネルを使った固定式で行ったのですが人海戦術で直接、参加者に協力をしてもらう方法を検討して下さい。
9 長岡まつりの起源が戦災復興祭であることを発信し続け、参加者全員が慰霊と復興の想いを持ち長岡JC神輿渡御で郷土長岡を盛大に盛り上げて下さい。
10 ポスター掲示の目的とし、一般参加者募集はもちろんのこと、新入会員を含む委員会メンバーが各企業に掲示をお願いすることが個々の志気を高め、責任感を醸成することに繋がります。
11 長岡JC神輿は、担ぎ手約100名（計画上人数96名）が必要となります。渡御時間からローテーション回数と総募集人数の2割程度を上乗せした余裕ある参加員数計画を設定して下さい。また、計画と参加人数を適宜確認しながら参加者を募って下さい。
12 安全に渡御する為に男女のバランスを考慮したところてん方式を実行して下さい。また、渡御練習の際に筒先人への周知と当日の渡御説明時に担ぎ手への周知をして下さい。
13 渡御ルートを入念に事前確認すると共に円滑、安全に渡御できるように渡御進行の緊急対応策を検討して下さい。
14 仕切台から神輿後方に向けた指示を伝わりやすくするために筒先人との連携強化、扇子を用いての合図等を検討して下さい。
11.　決算総額

(1)  金2,883,247円
(2)　収支決算書
12.　委員長所見
　一般社団法人長岡青年会議所が創立以来、時代ごとに熱い想いを持って参画してきた長岡まつりに今年は「一心」を掲げ参画させていただきました。長岡市民にとって8月1日は大切な日であり、決して忘れてはいけない日であります。なぜこの日に神輿渡御をするのかをメンバー、一般参加者の皆様に伝え、慰霊と復興の想いを持って長岡JC神輿を一心となり渡御していただきました。そして一般参加者様用の半纏新調にあたり多くの協賛企業様からの多大なご協力をいただき無事に新調させていただくことができました。誇れる長岡まつりに参画する一団体として心を一つにし、一体感を持って長岡JC神輿を担ぎ、魅せる長岡JC神輿渡御で郷土長岡を盛大に盛り上げることができたと確信します。忘れられないのが短い時間でありましたが直会をさせていただいた際に多くの一般参加者の皆様から参加していただき、「楽しかった」「来年も参加したい」との声をいただきました。皆様からの盛大な拍手が深く胸に残ります。振り返るとおまつり委員会メンバーをはじめ、メンバーの皆様、関係諸団体、一般参加者の皆様、協賛企業様と多くの皆様からの協力なしでは成し遂げられなかったと感謝の想いが溢れ特に新入会員一人ひとりが真剣に宵宮事業に向き合い、その姿を感じ、既存メンバーも更に刺激される循環が頼もしく私自身の確固たる自信に繋がりました。その自信も持ったまま仕切台に立たせていただいたことに心から感謝します。このすばらしい宵宮事業が永久に未来へ繋がっていくことを祈念します。
最後になりますが、JC最後の年にこのような経験の機会を与えていただきました佐田直人理事長、多くの激励やアドバイスをいただきました村田靖直前理事長をはじめ、スタッフの皆様、メンバーの皆様、多大なご協力を賜りましたすべての皆様に心から感謝申し上げます。そして白瀬辰次チーフをはじめ、大好きなおまつり委員会メンバー（新入会員含む）に心から感謝し、委員長所見とさせていただきます。一心。
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上程スケジュール

第14回委員会


平成26年　8月 29日

第27回スタッフ会議
　　　　平成26年　9月 17日
第15回委員会　　　　　　　　　 平成26年　9月 25日
第18回理事会　　　　　　　　　 平成26年 10月　6日
第16回委員会　　　　　　　　　 平成26年 10月 14日
第19回理事会　　　　　　　　　 平成26年 10月 22日


今後の上程スケジュール

第16回委員会


平成26年 11月  4日



【前回までの流れ(意見と対応)】
第27回スタッフ会議
　　　　平成26年 9月 17日
Ｑ：参加員数計画で目標に至らなかった要因をお聞かせください。
Ａ：要員の一つとして既存メンバーには、参加メールと共に一般参加者募集のお願いをさせていただきましたが再度のお願いを電話や直接依頼を徹底できれば良かったと思います。その旨を参加員数計画検証に追記しました。
Ｑ：ポスター260枚を配布されましたが、比較するとポスターからの参加者が少ないように感じます。申込増をするためには今後、どの様にすべきだと考えますか。
Ａ：アンケート集計をした結果、ポスターを見ての参加者は11名でしたが、アンケート集計結果は、全参加者から取れたものではありません。ポスター配布の目的は一般参加者を募ることと、委員会メンバーと新入会員が各企業に掲示のお願いをすることが志気を高める大切な過程であると考えます。
Ｑ：アンケート回答者の約半数が少々危険を感じたと答えていますが、参加者はどのようなところが危険を感じたのでしょうか。
Ａ：参加者から具体的な意見は聞けませんでした。私の反省点とし、渡御ルートの確認とタイミングが掴めなかった箇所があったことが担ぎ手に負担を与えてしまいました。
Ｑ：トレーニングセミナーを経験していない新入会員に与えた課題を教えて下さい。
Ａ：新入会員一人ひとりに役割と責任を与え、事業構築に携わってもらいました。サブチーフも新入会員から選出させていただきました。
Ｑ：半纏を新調したことで一般参加者からの感想等ありましたか。
Ａ：幸いにも初参加の方が多く、新たな市民の皆様と共に渡御できたことに感謝します。その中でリピーターの方からは、「半纏良くなったね」「気持ちが締まります」など率直な感想を聞くことができました。
Ｑ：半纏の方は、紛失なく回収はできましたか。
Ａ：管理マニュアルに従い、すべて返却していただいております。
Ｏ：引継事項に管理について詳細に記載して下さい。
Ａ：記載しました。
Ｑ：協賛企業への御礼はどのようにしましたか。
Ａ：メンバーの皆様には、御礼メールに代えさせていただき、その他企業へは、電話、直接で御礼をさせていただきました。
Ｑ：一般参加者の担ぎ手募集計画で260名に対し、実績213名となっております。引継事項へ参加員数計画の検討を記載して下さい。
Ａ：記載しました。
Ｑ：一般参加者が新調した半纏を纏い長岡JC神輿を渡御した風景は委員長が仕切台から見た印象はいかがでしたか。
Ａ：私の中で想像していた以上に「長岡JC神輿」が一つになれた瞬間であり、神輿と担ぎ手との一体感を感じながら一心の想いをもって仕切をさせていただくことができました。
第18回理事会
　　　　平成26年 10月 6日

長谷川章理事
Ｑ：目的に達成できなかった点で一般参加者の人数が260名に対し213名に少なくなった理由をお聞かせ下さい。

丸山司委員長
Ａ：新入会員を含めた委員会メンバーで既存メンバーに電話連絡をさせていただき一般参加の募集をお願いしましたが、すべての既存メンバーに連絡が行き届かずメンバーからの紹介が少なくなってしまいました。また、担ぎ手参加で登録された方が当日来られなかった方も見受けられました。

長谷川章理事
Ｑ：既存メンバーに参加者募集のお願いをすることが市民総参加ではなく先ずはおまつり委員会メンバー全員が率先して市民の方に参加推進をすることが大切だと考えます。私もおまつり委員会の皆様を見て一生懸命に担ぎ手募集をされていたのは十分に分かります。次年度の為にも引継事項に追記をお願いします。

丸山司委員長
Ａ：修正追記しました。
山崎嘉平太委員長
Ｑ：近年一般参加者で女性の方が増えてきている様に感じられます。一つの井桁に女性だけが集中し、全体のバランスが悪くなっているように思いました。
丸山司委員長
Ａ：対応策を引継事項に追記しました。 
野村紘二理事
Ｑ：他団体とのトラブルや指摘された事項等はありませんでしたか。
丸山司委員長
Ａ：長岡神輿協議会の直会にて会長をはじめ、他団体の方に確認させていただきましたが特に問題になるような指摘はありませんでした。
竹樋直也理事
Ｑ：アンケート集計表上の数値に記載ミスがありますので修正して下さい。
丸山司委員長
Ａ：修正しました。
竹樋直也理事
Ｑ：アンケートで少し危険を感じたとありますがどのようなところで危険を感じられたのでしょうか。

丸山司委員長
Ａ：実際に参加者から具体的な意見は聞けませんでしたが自身の反省点とし、担ぎ出しのタイミングが掴めなかった箇所があり、静止揉み状態が続いたことで担ぎ手の皆様に負担を与えてしまったことを反省しております。
難波俊輔委員長
Ｑ：二つの事業が並行して実施されている宵宮事業と柿川灯籠流し事業ですが、当日は、おまつり委員会からも数名参加していただきましたがどのように調整し灯籠流しに参加していただいたのでしょうか。
丸山司委員長
Ａ：同時間帯は、後片付けをしている時でしたが、手のすいているメンバーや分担を振り直して参加させていただきました。この点は、当日の状況に左右されることになりますが極力、参加させていただきたいと思っています。
大谷実理事
Ｑ：協賛金リスト上の色分け等はどの様な意味合いでしょうか。

丸山司委員長
Ａ：添付してありますリストは実働資料として使用したものであります。小冊子に記載してある企業名様が正確なものです。適切な資料でないと判断し、協賛リストを削除致します。
青木征一郎委員長
Ｑ：ポスターを作成、掲示しておりますがその効果や必要性をどう考えますか。
丸山司委員長
Ａ：ポスターは担ぎ手募集の効果も期待しておりますが、新入会員を含むおまつり委員会メンバー全員が志気を高める大切な過程であります。
（以降、持ち帰り）

長谷川啓理事
Ｑ：参加申込みで電話やホームページでの申込みはありましたか。

丸山司委員長
Ａ：ホームページからの申込みと事務局に電話での問い合わせを合せて10名の申込みがありました。

長谷川啓理事
Ｑ：昼事業と宵宮事業の二つの事業がほぼ同時に行われますが新入会員の割り振りはどの様に行われましたか。また、新入会員がどの様に変わったのでしょうか。

丸山司委員長
Ａ：両事業に表立っての役割ではありませんがサブチーフとして新入会員を選任させていただきました。また、役割分担においても責任をもって活動してもらうため、それぞれの分担ごとに班長として新入会員を選任しました。そして新入会員の変化については、他人事ではなく新入会員同志で助け合い一つひとつの物事に率先して行動し新入会員同志での結束が生まれたと感じます。
長谷川章理事
Ｑ：運営上の問題点に神輿後方への伝達がしづらかったとありますが、本年度はどのような対策を考えられていましたか。

丸山司委員長
Ａ：計画上では、伝令役を決めていましたが、当日の現場対応に追われる場面も多々ありました。次年度への対応とし、引き継ぎ事項に追記させていただきました。
長谷川章理事
Ｑ：一般参加者受付の対応に追われる時間帯がありましたので混雑時の対応をシミュレーションしておくべきでしたと記載がありますが委員会での対応はどのように考えていましたか。

丸山司委員長
Ａ：受付対応には、メンバー、一般参加者の個人、団体と受付箇所を設け、領収書の準備やクロークと万全な準備で臨んだのですが例年のことながら集中する時間帯が必ずあります。また、市民の皆様から受付に対してのクレーム等はありませんでした。
長谷川章理事
Ｑ：渡御ルートに入る際に周囲の確認を怠る場面がありましたので渡御ルートの入念な事前確認をしておくべきでしたと記載がありますが委員会としての解決方法をお聞かせ下さい。
丸山司委員長
Ａ：本年度も大手通り中央へ舞込みも目的の一つでした。そのためのルートに集中した結果、渡御ルート進入の際に周囲の確認が散漫になっていたと反省しております。対応策としては、担ぎ出しのタイミングや渡御ルートの見直しや腹案の検討が必要と考えます。
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